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桜の名所として親しまれている「於大のみち」において、 

明徳寺川の両岸約２kmに渡り植えられた 20品種・約 400本余

の八重桜などが、まもなく見頃を迎えます。 

 白妙・咲耶姫・子福桜・普賢象・菊枝垂・関山・ウコンなど

花弁の色や大きさが異なる個性豊かな品種を楽しめます。 

   

【於大のみち】（東浦町緒川平成） 

町を東西に流れる明徳寺川沿いの散策道で、中央図書館横の「さくら橋」から、乾坤院の交

差点の「山ノ手大橋」までを指します。 

同地で生まれた徳川家康の生母「於大の方」の生涯を象徴する広場や、路面に於大の方の

生涯を解説した陶板を設置しています。 

 

【＼開催します／於大のみちでのイベント】 

①４月 18日（土曜日）於大まつり ※雨天縮小開催 

 ・花道を練り歩く於大行列 

・姫隊・武将隊による演舞や火縄銃演武 など 

 

②４月 17日（金曜日）竹灯篭宵祭り ※雨天中止 

於大まつり前夜祭！八重桜を竹灯篭の暖かな光 

が照らす幻想的な夜の催し 

 

 

 

 

 

■問い合わせ 

東浦町於大まつり推進協議会事務局（郷土資料館/月曜休館）☎0562-82-1188                                                                                                                                                                                                                                                                                         

～約 400 本・20 品種の桜が彩る春の散策路～ 

於大のみちの桜が満開です！ 

まつりの詳細はコチラ▸ 


